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 第 3 章「アニメ聖地巡礼」では、本書の肝となる部分である「アニメ聖地巡礼」につい
て詳細をまとめている。「アニメ聖地巡礼」とは「アニメファンが、アニメの背景となった
場所を見つけ出して、そこを訪ねることを指す」(p50)。筆者によれば、そういった行為は、
1990 年代初期には始められていたと推測している。そして 2000 年代に入り、情報技術の
発達とともに、アニメ聖地巡礼を行うアニメファンが増加したと分析している。そして巡
礼者の分類では、1.「開拓アニメ聖地巡礼者」2.「追随型アニメ聖地巡礼者」3.「二次的ア
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観光文化が、人と人を繋ぐメディアの機能を果たす」、と著者は述べている(p90)。こうい
ったように n 次創作的に作られた観光情報、観光文化、これらとその構築プロセスのこと
を「n 次創作観光」として著者は評価しているのである。なぜ評価しているのかというと、
n 次創作観光が、人と人との偶然のつながりを創出しているからである(p92)。n 次創作観
光では、他者性を持った他者との交流を忌避する行動を進めた結果、観光という行動に結
びついている。観光の持つ偶然性によって、結果的に、つながるはずのなかった人々との
つながりが創出され、島宇宙にランダムな線が惹かれる、つまり新たな他者と出会うと述
べられて、稿が閉じられている(p93)。 
 最後に、本書における問題点を述べておきたい。1 点目として、著者が言う「聖地巡礼」
の例はあくまで諸アクターの相互作用がとてもうまくいった例だということである。観光
地として成功した「聖地」の裏側には、あまり認識されずに廃れていった「聖地」もある
はずである。それらの「聖地」はなぜそうなってしまったのかという考察がない。 
 2 点目として、「アニメ聖地巡礼者」というのは「オタク」なのかという疑問が残る。こ
の前提はそもそも「アニメ聖地巡礼者」たちのリアリティを記述する際に取りこぼしてし
まう可能性がある。本書に限らず、多くのアニメ聖地巡礼に関する論文で、アニメ聖地巡
礼者は「オタク」あるいは「オタクに類するもの」とされていることも疑問である。「アニ
メ聖地巡礼者」の行動パターンだけを見たり、そもそも「オタク」であるという先入観を
持った調査を行っている可能性すらある。 
 3 点目として、「アニメ聖地巡礼」によって作られたコミュニティに持続性がどれだけあ
るのだろうかという問題がある。イギリスの社会学者バウマンは、趣味等で集まる人間の
コミュニティを「洋服掛け」に一時的に引っかかるようなものとして、「ペグ・コミュニテ
ィ」と悲観的に呼んだが、一方で「聖地巡礼」を通したコミュニティを新しいつながりが
生まれるとして評価する以上、そういったコミュニティ論、共同体論としても、詳細に見
ていく必要がある。そもそも新しいつながりを望んでいない巡礼者、あるいはそこまで密
な関係を想定しない巡礼者もいるのではないだろうか。 
 まとめると、本書に代表される「アニメ聖地巡礼」についての研究は、3 類型に分けた
だけで、巡礼者の行動に関する多様性を切り捨ててしまっている可能性がある、というこ
とが問題と言えるだろう。それは例えばオーディエンス論が「能動的/受動的」という二元
論的なオーディエンス像を前提としてきたように、アニメ聖地巡礼者に関しても、「能動的
なアニメ聖地巡礼者」という研究者による過剰なアイデンティティの刷り込みが行われて
いると言ってもよいかもしれない。そういった部分から離れて、そもそもの当事者である
「アニメ聖地巡礼者」の語りを拾っていき、その多様性を明らかにする研究が必要であろ
う。 
 
